
チェック項⽬ はい
どちらと
も

いえない
いいえ

わから
ない ご意⾒ 事業所から

1
⼦どもの活動等のスペースが⼗分に確保されて
いるか 4 1 0 0

・最⼤10名まで利⽤が可能ですが、⼦ども達の活動
に必要なスペースは⼗分に確保出来ております。

2 職員の配置数や専⾨性は適切であるか 4 1 0 0 何対何での配置なのかわからない
が、専⾨性はあると思います。

・職員は、発達障がい児の特性と対応、ワーキングメモリ、発達障
害の困り感(運動・視知覚認知機能など）をテーマにした株式会社
ボディアシスト主催のベーシック講座に参加して専⾨性の向上に努
めております。
・毎⽇の職員の配置数は平均4名以上の配置を⾏っています。職員
の内訳は管理者兼児発管1名、理学療法⼠1名、保育⼠3名、児童指
導員１名の計6名となります。

3

⽣活空間は、本⼈にわかりやすく構造化された
環境*１になっているか。また、障がいの特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされているか

4 1 0 0
・視覚からも理解できるよう⼿順表を⽤いて、お⼦
様が⼊室できる環境を整えています。
・現在の利⽤者に⽀障はありませんが、必要に応じ
て職員が配慮するようしております。

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境に
なっているか。また、⼦ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

5 0 0 0
・毎⽇、事業所内の清掃と消毒を⾏っています。
・各活動は必要な⽤具以外置かないようにしています。
・⽣活空間は感染症対策もかねて、空気清浄機、加湿器等
を使⽤して、過ごしやすい空間づくりを整えております。

5
⼦どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、児童発達⽀援計画*2が作成されて
いるか

5 0 0 0 ・アセスメントシートの活⽤や⾯談を通して、より
最良な⽀援計画書を作成していきます。

6

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの
「児童発達⽀援の提供すべき⽀援」の「発達⽀援（本
⼈⽀援及び移⾏⽀援）」、「家族⽀援」、「地域⽀
援」で⽰す⽀援内容から⼦どもの⽀援に必要な項⽬が
適切に選択され、その上で、具体的な⽀援内容が設定
されているか

5 0 0 0 ・⾯談やアセスメントシートを元に、必要な⽀援項
⽬を選択し具体的な⽀援内容を設定しております。

7
児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏われている
か 5 0 0 0

・個別⽀援計画のもと⽀援を⾏っています。必要に
応じて、⾯談も⾏えますのでお気軽にご相談下さ
い。

8
活動プログラム*3が固定化しないよう⼯夫され
ているか 4 1 0 0

・⽉ごとに内容を替え、活動プログラムを更新しておりま
す。
・集団で⾏う活動の中でも、個々の特性やレベルに合った
プログラムを作成して取り組んでおります。また具体的な
プログラムの説明を保護者交流会や⾯談、⽇々のやり取り
のなかでお伝えしていくように努めます。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障がいのない⼦どもと活動する機会があるか 4 0 1 0 ・保育所等訪問での連携や、関係機関先と連絡帳を

使ったやり取り等を必要に応じて⾏っています。

※無回答は数値に含んでいないため回答数は⼀致しません。
運動学習特化型 児童発達⽀援・放課後等デイサービス アルペン清和 朝倉教室

配布数︓１３ 回収数︓５ 回収率︓３９％
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【保護者向け】 令和５年度 児童発達⽀援評価表



10
運営規定、利⽤者負担等について丁寧な説明が
なされたか 5 0 0 0

・⾒学やご契約時に、児童発達⽀援管理責任者より
説明しております。今後も保護者様に対し、丁寧な
説明を⾏って参ります。

11

児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達⽀援の
提供すべき⽀援」のねらい及び⽀援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達⽀援計画」を
⽰しながら⽀援内容の説明がなされたか

5 0 0 0
・児童発達⽀援管理責任者が今後も責任をもって、
⽀援内容ついてご説明していき、お⼦様への⽀援を
計画のもと⾏っていきます。

12
保護者に対して家族⽀援プログラム（ペアレン
ト・トレーニング*4等）が⾏われているか 4 1 0 0

トレーニングとまではいかないで
すが、こちらの相談によくのって
頂いてます。

・現在は家族⽀援プログラムとして実施しておりま
せんが、外部講師をお呼びした特別⽀援教育に関す
る講演会などの企画を、今後開催できるように検討
していきます。

13
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合い、⼦
どもの健康や発達の状況、課題について共通理
解ができているか

5 0 0 0

・保護者様には、⽇々の活動や気付きについて送迎時や連
絡帳にて必ずお伝えしていきます。また職員につきまして
は、開始前のミーティング等で細やかな気づきや課題、配
慮すべき点について話し合い、ご利⽤の際に実施できるよ
うに取り組んでおります。

14
定期的に、保護者に対して⾯談や、育児に関す
る助⾔等の⽀援が⾏われているか 5 0 0 0

・6ヶ⽉に1度のモニタリングの際に、児童発達⽀援
管理責任者が保護者様に⽀援内容や助⾔等詳しく説
明しております。また個⼈⾯談をご希望の保護者様
はお気軽にお申し付けください。

15
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等
により保護者同⼠の連携が⽀援されているか 3 2 0 0 保護者会に参加してことがないの

でわからない。

・⽇曜⽇を開所して、保護者交流等を開催してきま
した。今後も感染予防対策を取りながら開催できる
よう前向きに検討していきます。

16

⼦どもや保護者からの相談や申⼊れについて、
対応の体制が整備されているとともに、⼦ども
や保護者に周知・説明され、相談や申⼊れをし
た際に迅速かつ適切に対応されているか

5 0 0 0
・お⼦様や保護者様からのお問合せについては、迅
速に対応し担当者からの連絡を必ず⾏うように徹底
致します。

17
⼦どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか 5 0 0 0

・連絡ツール等にその⽇の様⼦を細かく記載してい
くように努めます。
・⾯談の場を設けて、より密な情報共有を⾏ってい
きます。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
⾏事予定、連絡体制等の情報や業務に関する⾃
⼰評価の結果を⼦どもや保護者に対して発信さ
れているか

5 0 0 0
・WEBサービスや公式LINEを活⽤して、今後も毎⽇
の活動や教室の取り組みを積極的に発信していきま
す。

19 個⼈情報の取り扱いに⼗分注意されているか 4 1 0 0

・個⼈情報の漏洩がないよう努めております。個⼈
情報が記載された書類は鍵付きのキャビネットに保
管しております。書類等は必要に応じてシュレッ
ターで裁断処理しております。今後も⼗分に注意す
るように努めます。

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説
明されているか。また、発⽣を想定した訓練が
実施されているか。

5 0 0 0
・各種マニュアルは常に教室内に開⽰し、⾯談時等
で確認できるようにします。また⾯談やお便りにて
改めて、周知していきます。

21
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が⾏われているか 3 2 0 0 わからない

・⽉に⼀度、地震、⽕災、洪⽔、送迎時を想定した
避難訓練を⾏い送迎時や連絡帳にて情報を共有して
います。

⾮
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22 ⼦どもは通所を楽しみにしているか 5 0 0 0

・「社会性とコミュニケーション能⼒を養い、将来の⾃⽴
に向けた⽀援をする」アルペン清和の理念に則り、療育の
強化、活動の充実を図り、⽇々お⼦様が楽しみながら学べ
る環境を整えるための努⼒をしております。より⼦ども達
の⼒になれるよう職員⼀同⽀援に努めて参ります。

23 事業所の⽀援に満⾜しているか 5 0 0 0

こどもが不安定な時期にも、寄り
添って対応していただき、感謝し
ています。相談も気軽にできる雰
囲気で⼤変助かっています。あり
がとうございます。

・今後も保護者様と⼀緒に、お⼦様の社会性とコ
ミュニケーション能⼒を伸ばし、将来の⾃⽴に備え
た療育に⼒を注ぎ、保護者様とお⼦様共に、満⾜し
て頂ける⽀援に努めて参ります。

満
⾜
度



チェック項⽬ はい
どちらと
も

いえない

いい
え ご意⾒ 事業所から

1
⼦どもの活動等のスペースが⼗分に確保されて
いるか 2 0 0 ・最⼤10名まで利⽤が可能ですが、⼦ども達の活動

に必要なスペースは⼗分に確保出来ております。

2 職員の配置数や専⾨性は適切であるか 1 1 0 分かりません。

・職員は、発達障がい児の特性と対応、ワーキングメモリ、発達
障害の困り感(運動・視知覚認知機能など）をテーマにした株式会
社ボディアシスト主催のベーシック講座に参加して専⾨性の向上
に努めております。
・毎⽇の職員の配置数は平均4名以上の配置を⾏っています。職員
の内訳は管理者兼児発管1名、理学療法⼠1名、保育⼠3名、児童
指導員１名の計6名となります。

3
事業所の設備等は、スロープや⼿すりの設置な
どバリアフリー化の配慮が適切になされている
か

0 2 0
・視覚からも理解できるよう⼿順表を⽤いて、お⼦様
が⼊室できる環境を整えています。
・現在の利⽤者に⽀障はありませんが、必要に応じ
て職員が配慮するようしております。

4
⼦どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、放課後等デイサービス計画*1が
作成されているか

2 0 0 ・アセスメントシートの活⽤や⾯談を通して、より最
良な⽀援計画書を作成していきます。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう⼯夫さ
れているか 2 0 0

・⽉ごとに内容を替え、活動プログラムを更新しておりま
す。
・集団で⾏う活動の中でも、個々の特性やレベルに合った
プログラムを作成して取り組んでおります。また具体的な
プログラムの説明を保護者交流会や⾯談、⽇々のやり取り
のなかでお伝えしていくように努めます。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がい
のない⼦どもと活動する機会があるか 1 0 1 ・今のところ機会はありませんが、必要に応じて検討

していきます。

7
⽀援の内容、利⽤者負担等について丁寧な説明
がなされたか 2 0 0

・⾒学やご契約時に、児童発達⽀援管理責任者より説
明しております。今後も保護者様に対し、丁寧な説明
を⾏って参ります。

8
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合い、⼦
どもの発達の状況や課題について共通理解がで
きているか

1 1 0

・保護者様には、⽇々の活動や気付きについて送迎時や連
絡帳にて必ずお伝えしていきます。また職員につきまして
は、開始前のミーティング等で細やかな気づきや課題、配
慮すべき点について話し合い、ご利⽤の際に実施できるよ
う取り組んでおります。

9
保護者に対して⾯談や、育児に関する助⾔等の
⽀援が⾏われているか 1 1 0

・6ヶ⽉に1度のモニタリングの際に、児童発達⽀援
管理責任者が保護者様に⽀援内容や助⾔等詳しく説明
しております。また個⼈⾯談をご希望の保護者様はお
気軽にお申し付けください。

※無回答は数値に含んでいないため回答数は⼀致しません。
運動学習特化型 児童発達⽀援・放課後等デイサービス アルペン清和 朝倉教室

配布数︓１０ 回収数︓２ 回収率︓２０％
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【保護者向け】 令和5年度 放課後等デイサービス⾃⼰評価表



10
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等
により保護者同⼠の連携が⽀援されているか 1 1 0 参加をしたことはありませんが、あ

るのは知っています。

・⽇曜⽇を開所して、保護者交流等を開催してきまし
た。今後も感染予防対策を取りながら開催できるよう
前向きに検討していきます。

11

⼦どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、⼦どもや保護者に周
知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切
に対応しているか

2 0 0
・お⼦様や保護者様からのお問合せについては、迅速
に対応し担当者からの連絡を必ず⾏うように徹底致し
ます。

12
⼦どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか 2 0 0

・連絡ツール等にその⽇の様⼦を細かく記載していく
ように努めます。
・⾯談の場を設けて、より密な情報共有を⾏っていき
ます。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
⾏事予定、連絡体制等の情報や業務に関する⾃
⼰評価の結果を⼦どもや保護者に対して発信し
ているか

2 0 0
・WEBサービスや公式LINEを活⽤して、今後も毎⽇
の活動や教室の取り組みを積極的に発信していきま
す。

14 個⼈情報に⼗分注意しているか 2 0 0

・個⼈情報の漏洩がないよう努めております。個⼈情
報が記載された書類は鍵付きのキャビネットに保管し
ております。書類等は必要に応じてシュレッターで裁
断処理しております。今後も⼗分に注意するように努
めます。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説
明されているか

2 0 0
・各種マニュアルは常に教室内に開⽰し、⾯談時等で
確認できるようにします。また⾯談やお便りにて改め
て、周知していきます。

16
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が⾏われているか 1 1 0

・⽉に⼀度、地震、⽕災、洪⽔、送迎時を想定した避
難訓練を⾏い送迎時や連絡帳にて情報を共有していま
す。

17 ⼦どもは通所を楽しみにしているか 1 1 0

・「社会性とコミュニケーション能⼒を養い、将来の⾃⽴
に向けた⽀援をする」アルペン清和の理念に則り、療育の
強化、活動の充実を図り、⽇々お⼦様が楽しみながら学べ
る環境を整えるための努⼒をしております。より⼦ども達
の⼒になれるよう職員⼀同⽀援に努めて参ります。

18 事業所の⽀援に満⾜しているか 2 0 0
・今後も保護者様と⼀緒に、お⼦様の社会性とコミュ
ニケーション能⼒を伸ばし、将来の⾃⽴に備えた療育
に⼒を注ぎ、保護者様とお⼦様共に、満⾜して頂ける
⽀援に努めて参ります。
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